





    

    




    









        　放課後、レンはシュテルナーのサロンが開かれる生徒会室に向かった。


　サロンの時間にはまだ少し早い。しかし、生徒会室の前まで来ると、部屋の中から言い争っているような声が聞こえた。


「やれやれ、女の子みたいに泣かれてもね」


　会長の声だ。


　諸星が泣きながら部屋から出てくる。そこにレンとばったり出くわした。


「卯月先輩」


「諸星……」


　一瞬視線が合う。諸星は眼に涙を浮かべていた。彼はレンに見られないようにさっと顔を隠すと、走ってどこかに行ってしまった。


「し、失礼します……」


　レンは恐る恐る部屋の中に入る。


「やあ、君、いまの聞いていたのかい？」


　赤井はレンに気づくとそう言った。


「えっ、あ、その、最後の方だけ……」


「みっともないところを見せてしまってすまないね。泣かれるなんて初めてだよ」


「あの……何かあったんですか？」


「……君、誰にも言わないって約束できるかい？」


「もちろんですよ、赤井会長！」


「二人きりの時は、リョウでいいよ」


　赤井は、またレンの手を取る。


「リョウ先輩……その、諸星君は……」


「彼、僕に兄さんになってくれって言うんだよ」


「お兄さん??」


「ああ、そうしないとシュテルナーのサインはしないと……」


　どういうことだろう。意味がわからない。


「それで、会長はどうしたんですか？」


「リョウだよ。もちろん、僕は出来ないと言ったんだけど……」


「ですよね」


「でも……」


　赤井は握っていたレンの手に力を込める。


「君みたいなかわいい後輩なら、僕の弟にしてもいいかな」


「リョ、リョウ先輩……」


　赤井はレンに覆いかぶさるように体を近づけていき、もう少しでソファーに押し倒される……と思った瞬間。


　タイミング良く生徒会室の扉が開いた。


「おっと邪魔したかな」


　紺野だった。


　赤井は乱暴にレンを突き放す。


 













        「ああ、大丈夫だ紺野」


　レンは、勢い余って床に尻もちをついた。


　何も突き飛ばすことはないじゃないか……。


　レンは、頬を膨らませて、打ったところをそっとさすった。


 


　サロンが終わり、中庭をレンが歩いていると、榊が声をかけてきた。もちろん、今日も榊の後ろには彼の子分ＡとＢを二人従えている。


「おい、卯月」


「もう、君も懲りないよね。なんなの」


「生徒会室に開かずの間があるのを知っているか？」


「開かずの間？」


　レンは、その胡散臭い言葉に眉をひそめた。


「ちょっと幼稚じゃない。もしかして、そんな安っぽい学園七不思議で僕を脅そうって言うんの？　魂胆見え見えだよ」


「そうじゃない、本当に最近そういう噂があるんだぜ。生徒会がそこでよからぬ遊びをしてるって。せいぜい気をつけるんだな」


まるで悪役の捨て台詞だ。


　脅しじゃないなら、なんなんだよ……。


　レンは、去っていく榊と子分達の後ろ姿を、苦々しい思いで見送った。


 


※


 


　高等部の校舎の屋上で、赤井は煙草を吸っている。そこへ紺野がやって来た。


「驚異の部屋にいないと思ったらここか」


「うるさいな。あそこは本当にヤバイ感じになって来たからな」


　赤井は、紺野を振り向きもせずに答えた。


「しかし、こんなところで堂々とタバコか……みつかったらどうするんだ？」


「フン」


「まあ、貴様なら大丈夫か。赤井財閥のお坊ちゃんだからな」


「そんなの関係ねーよ。お前だって大病院の医院長の息子だろ」


　赤井はずっと中庭の方を見ている。


　紺野が赤井の見ている方角を見下ろすと、月夜野が校舎から出てくるのが見えた。


「ふーん、なるほどね……あの白蛇が見えるからか」


「そんなんじゃねーよ」


「いや、どうみたってそうだろう。だからあの卯月っていうのにもちょっかい出してるんだろ」


　そう言いながら紺野は、赤井の咥えていた煙草を取り、自分で吸う。


「あの中等部二年の三星っていうのは、シュテルナーの餌を出しても全然かからなかったからな。今度はうまくいきそうだ」


「しかし、リョウ、お前まだ白蛇のこと諦めていないんだな」


 













        　紺野は、煙をふかしながら呆れたようにそう言った。


「そうさ。だってアイツ、腹立つだろう。去年からあの紅茶倶楽部を再開したんだぜ。


おれが頼んでも入れてくれなかった、あの紅茶倶楽部を。しかも、一度は自分でつぶしたのに」


「白蛇の気を引くために生徒会長になったんだっけなリョウは。馬鹿だなよなお前」


「うるせーよ」


　紺野は、悪態をつく赤井を、ニヤニヤと見つめる。


「わかってるのか？　おれが手ほどきしてやんなきゃ、お前の成績じゃ生徒会長にはなれなかったんだぞ。運動神経とその顔だけじゃな……」


「何が言いたいんだよ、だからお前にあの部屋を使わせてやってるだろ！　お前こそ、あそこに下級生を連れ込むのもいい加減にしろよ」


　紺野はそれには答えず、ただ黙って空に向かって煙を吐き出しただけだった。


 


※


 


　そうさ、あの白蛇を……ずっと見ていたんだ。この学園に来た時からずっと……。


　中等部に入学した時、あの人はまだ大学生だった。


　目立つ風貌なので、嫌でも人目を引いた。入学式の日、僕が校舎に迷った時、あの人に会った。


「なんだ、新入生か？」


「あ、はい……」


「もしかして、中等部の校舎がわからないとか？」


「……は、はい……」


「しかたないな、連れて行ってやろう」


　そう言って、彼は僕の手を引いた。白い髪に白い肌……まるで天使みたいだ。僕は彼に見惚れていた。


 


　僕はまたあの白い天使に会いたくて、大学のある敷地に行った。


　流石に入学から半年以上も経てば、いくら普段行かない大学校舎といっても、校内の構造は把握していた。


　最近この学園の周辺には、少年を狙った変質者がうろついているとの噂があった。僕は、あえて遅い時間に大学校舎に向かった。


　事前の調査によれば、彼はこの時間研究室にいるという話だった。しばらく待っていると彼は地下にある研究室から出てきた。


「君は……」


「あの、その……大学の購買部で雑誌を買おうとしたら迷ってしまって……ここで知っている人あなたしかいないから」


 













        「こんな時間に購買ね……」


「……」


月夜野は、赤井の両手を手に取る。


「ずいぶん冷えているな。もしかしてずっとここで待っていたのか？」


「そ、そういうわけじゃ……」


「やれやれ……研究室はもう俺しかいない。鍵も預かっているから、少し中で休んでいくといい」


　彼は僕を研究室に招き入れ、紅茶を淹れてくれた。とても美味しかった。


　いままでにこんなにおいしいお茶は飲んだことがない……家で母が高級な茶葉を使って入れてくれるお茶は、香料がきつく苦手だった。


「それを飲んだら、寮まで送って行ってやろう」


　月夜野の言葉に、カップを持つ手が震えた。それでは、勇気を振り絞ってこんなところまで来た意味がない。


　僕は必死の思いで、彼に抱きついた。


「中等部の寮は門限をとっくに過ぎています。もう入れません。だから、今夜はあなたのところに泊めてください」


　しばらく沈黙があったが……彼は僕をひきはがすと……。


「あの寮には抜け道がある。そこから入れば舎監に見つからない。門限は関係ないぜ」


 


「何故ですか？　僕じゃ駄目なんですか？」


「残念ながら、君は俺の好みとは違うかもな。まあでも、俺は基本来る者は拒まず、選り好みもしないのだけど……」


「じゃあ!?」


　月夜野は、赤井の顎を手で持ち上げる。


「ふーん、君はそれでいいの？　そうまで言うなら、ないわけでもない……」


「やっぱり、やめておきます……」


　気落ちするというのはこういうことか、と思った。期待と不安で張り裂けそうにふくらんでいた風船が、みるみるしぼんでいく気がした。


 


※


 


　翌年、月夜野はこの学園の教師になった。


　その年の彼の受け持ちは高等部だった。


　だが……彼はある部活の顧問になった。


　部活は、中等部も高等部も一緒だ。その倶楽部に入れば……。


　彼が顧問を務める倶楽部は、壊れかけた温室で行われていた。赤井がそこへ行くと、数人上級生がいた。月夜野はまだ来ていないようだった。


 













        [image: ]













        「君、もしかして入部希望？」


　とりわけ地味な長身の生徒が、そう聞いてきた。


「はい」


「やめておいた方がいいぜ、この倶楽部は。アイツに何されるかわかったもんじゃない」


「でも、僕、この部活に入りたいんです」


「君みたいないい子は、絶対入らない方がいいって。早くほかの部活に入るんだな」


　結局門前払いされてしまい、何度か部室の前に行っても月夜野が来る前に追い返されてしまった。


　そうこうしているうちに、紅茶倶楽部の部員はみんな最上級生だったので、彼らが卒業してしまうと廃部になってしまった。


　どうして、どうして僕じゃ駄目なんだ……。


　クラスの受け持ちが違っても彼の眼を引きたくて、学校の成績も常に一位、フェンシングの大会でも優勝し、生徒会長にもなった。


　でも、彼は一向に自分を振り返ってはくれない。


 


※


 


　レンは生徒会室に向かっていた。


　サロンの時間ぴったりに生徒会室の扉を開けたが、赤井会長以外誰もいなかった。


「あれ……今日はサロンの日ですよね？」


「いや、今日はみんなには帰ってもらったんだ。君と二人きりで話がしたかったからね」


「えっ!?」


　どういうことだろう……。


　突然の言葉に、レンは動揺した。なんだか、頬が熱くなった気がする。


「君はもう、あの“紅茶倶楽部”には行ってないんだろう？」


「あ、はい。シュテルナーの活動を優先させてもらっているので……それが何か？」


「まあ、確認するまでもないのだけど。君がシュテルナーにサインした時点で、あの部活は廃部だから」


「え、廃部って……どういうことですか？」


「一緒に様子を見に行くかい？　紺野、臼井、お前らもついて来い」


　どこに隠れていたのか紺野と臼井が現れる。全然二人きりじゃなかった……!?


……つづく。













    奥付
     


Luno Teo　~生徒会編 #002~



http://p.booklog.jp/book/58918


 著者 : Luno Teo
 著者 : Luno Teo


イラスト：椿春雨・Ｄｉｔｅ


協力：七海鳴 http://luno.noor.jp 感想はこちらのコメントへ



http://p.booklog.jp/book/58918

 ブクログ本棚へ入れる
http://booklog.jp/item/3/58918



 電子書籍プラットフォーム : ブクログのパブー（http://p.booklog.jp/）
 運営会社：株式会社ブクログ


 







OEBPS/image/25D79D9C-1B56-11E2-B44E-D757058D85C2_l.jpg





OEBPS/image/cover-image.jpeg





